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　台湾在住で十日町出身の星川浩貴さん
が、この度、県産さくらんぼの新品種「や
まがた紅王」の紅王応援大使に就任しまし
た。台湾台北市内で吉村美栄子県知事と直
接お会いし、県人会を通じて情報交換をし
たとのことです。星川さんは「粒がとても
大きくて美味しいのが特徴。紅王と金山を
応援したい。」とコメント。さくらんぼは
もちろんですが、山形県や金山町の魅力を
台湾でＰＲする予定です。今後のご活躍を
期待します。
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▲大使に就任された星川さん（左）と山形県知事（右）

　５月17日、金山町・アキレス株式会社・
山形アキレスエアロン株式会社による、「災
害時に避難所などで使用する資材などの供
給及び保管拠点確保に関する協定締結式」
が行われました。
　この協定は災害時避難所などで使用する
靴やマットレスなどの資材の保管拠点を確
保するものです。佐藤町長は「いざという
時の備えになってとても心強い。今後も町
民の安全を最優先に、防災・減災を強化し
ていきたい。」と感謝の言葉を述べました。
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▲町の防災・減災を強化

かねやまゼロカーボン通信  vol.1
金山町は、令和４年11月に「ゼロカーボンシティ宣言」を行いました。
2050年までにカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指します。

家庭から排出されるＣО２の約３割は照明や家電製品より排出されています。
取り組みを行うことでＣО２の排出削減だけではなく、電気代も節約することができます！

Ｑ　ゼロカーボンとは？カーボンニュートラルとは？

Ｑ　なぜ取り組む必要があるの？

カーボンニュートラルに取り組もう！　～照明・家電製品編～

Ａ　どちらも同じ意味で、二酸化炭素（ＣO２）などの温室効果ガスの排出量を削減しながら、森林などによる吸収
量と排出量を同じにして、実質的にゼロにすることです。

Ａ　地球温暖化の進行の主な要因はＣO２排出量の増加です。地球温暖化の影響により、世界の平均気温が上昇し
たことで、世界中で気候の変化やそれに伴う災害が発生しています。国内でも同様に発生していて、金山町で
も平成30年８月に観測史上最大となる24時間降水量312.5ミリを記録し大きな被害をもたらしました。今後
の世界の平均気温の上昇を1.5℃までにおさえることで、2050年時点で人間の生命の危機的な状況を回避する
ことができるという報告がされています。そのためカーボンニュートラル・脱炭素化に取り組む必要があります。

①不要なときはスイッチをオフ、コンセントを抜く！
　照明やテレビのつけっぱなしはやめましょう。また家電製品は、使用していない間も少しずつ電力を消費しま
すので、使用していない家電製品のプラグをコンセントから抜く、使用していない部屋の照明は消すなどで節電
することができます。
②特にエネルギー消費の多い家電製品の省エネポイント
　冷蔵庫やエアコンは家電製品の中でもエネルギーを多く消費します。冷蔵庫は無駄な開閉を控え、庫内を整理
しましょう。エアコンの温度設定は28℃を目安にして、室内の空気循環は扇風機を活用しましょう。また２週
間に１度フィルター清掃を行いましょう。
③省エネ家電を購入しよう！
家庭の電気使用量の約４割は冷蔵庫、照明器具、テレビ、エアコンに使われています。消費電力量の多い古い
家電から省エネ性能の高い家電に買い換えることにより電気代も節約できます。

各家電の最新型への買い替えによる省エネ効果　※環境省ウェブサイトより参照
【冷蔵庫】10年前の製品と比べて　約47％（定格内容積401ℓ～450ℓの10年前の冷蔵庫と最新冷蔵庫の比較）
【テレビ】６年前の製品と比べて　約29％（32型液晶テレビの2010年製と2016年製の比較）　

「やまがた省エネ家電買換えキャンペーン」実施中！！　詳しくは右のＱＲコードをご確認ください

【問合せ】　役場環境整備課　環境下水道係　☎29－5631

カーボンニュートラルのイメージ CO2排出量とスギの吸収量との比較

排出する側 吸収する側 人間１人の呼吸により排出
されるCO2は年間約320㎏

約23本の吸収量
に相当します。排出される

CO2 吸収される
CO2

排出削減　→　排出量と吸収量が同じ 一般家庭からの排出は約6,500㎏　約460本に相当します。
ＣО２排出とスギとの比較…関東森林管理局の資料を参照

まちづくりフォーラム

　まちづくりフォーラムは、まちづくりの課題や目標を共有化するとともに、町民の皆さんの知恵
やご意見を町政に活かすため、町長や役場職員が地区に出向き地域の方々と語り合うものです。

概　　要

■前期開催　６月１日㊍～ ７月31日㊊　午後７時～８時30分
■後期開催　９月１日㊎～10月31日㊋　午後７時～８時30分

【対　象】　地区、老人クラブ、女性団体、青年団体ほかサークル、グループ等
【会　場】　地区公民館またはその他の施設
　　　　　※希望日程調査期間は、５月２日（火）～９月29日（金）
　　　　　※地区に属さない団体等については、代表者の方が
　　　　　　希望日をお知らせ願います。
【出席者】　町長、副町長、教育長、総務課長　他
【進め方】　①事前にお申し出いただいた事項についての情報提供
　　　　　②参加者と町長のフリートーク
【問合せ】　役場総務課　広報・DX推進係　☎２９－５６０１

※原則として土・日・祝祭日を除きます。
※上記期間以外の開催を希望される場合も、可能な限り日程を調整します。


